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■題　　字 岡山支部 三浦　 先生

■表紙作品　「四季図・秋彩幻影」
倉敷支部 田辺省二 先生
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津山歯科医師会の会長になって早半年が過ぎようとしています。今年は３月11日に東北地方を中心に

未曾有の大災害，東日本大震災が発生しました。発生から半年を過ぎた現在でも被災地の復旧・復興は，

主に政治的な問題で，眼で見た形ではほとんど出来ていないように思われます。

さて，津山歯科医師会は昨年，創立百周年を迎えました。明治43年に津山町歯科医師会が発足し，こ

れが源流になっております。

その後は，大正12年に美作五郡歯科医師会が設立され，昭和27年に津山市苫田郡歯科医師会が発足し，

昭和57年に社団法人津山歯科医師会が設立され，平成２年に久米支部との合併をして現在に至っており

ます。

ご存じのように津山は県北の津山盆地に位置し，県南地方とは気候も風土も少し異なっています。

会員数は69名ですが，現在の日本の社会と同様に年齢構成が私達の団塊の世代を中心に逆ピラミッド

になっており，将来の心配の種になっています。

津山歯科医師会は，先人より「和を以って尊しと為す」という精神で，会の運営がなされています。

しかし「和」というと一方では，自分の意見をあまり言わず，皆に寄りかかって個人で責任を取らない

無関心な状態になることも考えられます。それ故に，津山歯科医師会では，会員一人ひとりが個の部分

で体力をつけて（特に経済面で）いただき，本音をきちんと言える「和」を重んじた組織，そして外部

の人によくわかる開かれた組織の構築を目指しています。

最後に，県歯執行部の先生方には何かとお世話になることがたくさんあると思いますが，今後とも宜

しくお願い致します。

津山支部について

岡山県歯科医師会津山支部

支部長 村　上　昌　之
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平成23年度中国地区歯科医師会連合会表彰

岡山支部 佐　藤　征　紀 先生

玉野支部 島　野　祐　一 先生

岡山支部 安　井　正　純 先生

井原支部 �　木　誠　三 先生　

＜ 受賞者名簿順 ＞

10月22日� 鳥取市で開催された第62回中国地区歯科医学大会記念式典に於いて，

歯科医療功労者として上記の方々が表彰されました。この度のご受賞を衷心よりお慶

び申し上げます。

10月27日�静岡県で開催された第61回全国学校保健研究大会に於いて，齋藤治典

先生が長年に亘る学校保健功労者として文部科学大臣表彰を受賞されました。

ご受賞を衷心よりお祝い申し上げ，先生の今後益々のご活躍とご健勝を心よりお祈

り致します。

文 部 科 学 大 臣 表 彰 受 賞

倉敷支部 齋　藤　治　典 先生
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平成23年度 岡山県保健衛生功労者表彰

岡 山 県 知 事 表 彰

飯　田　信　之 先生 （岡山支部）

�　田　　　泉 先生 （倉敷支部）

西　　　敏　邦 先生 （玉島支部）

楢　崎　隆　子 先生 （津山支部）

東　原　慶　和 先生 （都窪支部）

南　　　哲之介 先生 （和気支部）

岡山県保健福祉部長表彰

小　坂　芳　彦 先生 （御津支部）

松　井　聰　一 先生 （玉島支部）

水　川　正　弘 先生 （吉備支部）

中　村　睦　夫 先生 （玉野支部）

小見山　勇　蔵 先生 （笠岡支部）

石　田　　　偉 先生 （津山支部）

木　浦　正　夫 先生 （真庭支部）

渡　部　佳　郎 先生 （津山支部）

＜受賞者名簿順＞

10月27日�岡山県庁に於いて平成23年度岡山県保健衛生功労者表彰式が行われました。

永年に亙り公衆衛生事業及び地域医療事業に貢献されたご功績により上記の先生方が

それぞれ受賞されました。

このたびのご受賞を衷心よりお喜び申し上げますと共に今後益々のご活躍をお祈り申

し上げます。
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10月15日�，兵庫県歯科医師会から会務全般，取

り分け広報についての情報交換の要請があり，四役

と広報担当の東原理事で神戸に行ってきました。本

会は約1,100名，兵庫は3,000名強，ちょうど岡山の

３倍の会員数です。

「量は質を変える」といいますが，会務運営には

会員数の多寡が大きな影響を与えると思っていま

す。相互理解を深める中で密な情報交換を今後も行

なっていければと感じています。

１．会長挨拶

会報９月号の会長挨拶の原稿の修正を必要と

感じ、変更しようとしたが，印刷の関係で間に合

わなかった。最初見た時少し気にはなっていたの

ですが。改めて気を引き締めなければと思ってい

ます。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　８月18日�，24日�

�　医療管理部医療監視小委員会　８月19日�

�　医事処理小委員会　８月22日�

�　総務部調査事業部会・ＩＴ推進委員会合同委

員会　８月23日�

�　公衆衛生部小委員会　８月29日

�　厚生部共済事業部会監査委員会

８月30日�

�　厚生部共済事業部会委員会　８月30日�

	　学術部正・副委員長会　８月30日�


　県教育庁と面会　９月１日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　2011年８月支部社保講習会

８月19日�～31日�

【都窪】【倉敷】【小田】【岡山】【赤磐】

【浅口】【高梁】【玉島】【笠岡】

【玉野】【井原】【児島】【真庭】

�　健保組合連合会岡山連合会打合せ会

８月19日�

�　厚生部文化事業部会レクリエーション大会

（麻雀） ８月20日�

�　平成23年度歯科助手資格認定講習会

８月21日�，28日�

�　中国地方社会保険医療協議会岡山部会

８月23日�

平成23年度 第19回

平成23年９月１日�

18：30～20：51

会 長 酒井　昭則
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�　県健康推進課と打合会　８月24日�

�　県南東部圏域救急医療体制推進協議会総会　

８月25日�

	　第１回岡山県歯科保健対策協議会

８月25日�


　岡山県警察本部「検視実務専科」

８月25日�

�　第13回中規模県歯科医師会連合会

８月25日�

�　第112回都道府県会長会議　８月26日�

　日学歯　生涯研修制度運営委員会

８月26日�

�　監事会　８月27日�

�　福祉共済会監事会　８月27日�

�　予算決算特別委員会　８月27日�

�　平成23年度第１回岡山県食の安全・食育推進

協議会　８月30日�

�　摂食嚥下リハビリテーション従事者研修会反

省会　　８月31日�

�　岡山県歯科保健図画ポスターコンクール審査

会　９月１日�

�　中国四国厚生局長と面会　９月１日�

〔連盟報告〕

�　消費税についての講演会　８月21日�

�　小田圭一後援会「夏祭り」 ８月24日�

�　監事会　８月27日�

�　連盟理事会　８月27日�

�　日歯連盟　理事会　８月26日�

�　日歯連盟　常任理事会　９月１日�

〔学院報告〕

�　夏季休業日

８月１日�～９月11日�【学生】

〔事務局報告〕

�　メットライフ アリコと面会　８月31日�

３．行事予定

本会行事　　　59件

連盟行事　県歯９件，日歯３件

学院行事　　　11件

国保組合行事　３件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

� 岡山市歯科医師会より定時代議員会の開催と

臨席依頼について

酒井会長出席

日　時　９月17日�　19：00

場　所　岡山県歯科医師会館

�　平成23年度県民健康調査検討委員会の開催と

派遣依頼について

黒住副会長代理で平岩常務出席

日　時　９月20日�　14：00～16：00

場　所　三光荘　３階　パブリゾン

委　員　黒住副会長

�　岡山県健康づくり財団設立20周年記念式典の

開催と臨席依頼について

酒井会長出席

日　時　11月13日�　13：30～14：00

場　所　岡山県南部健康づくりセンター

�　近畿・中国・四国口腔衛生学会より監事就任

依頼について

承　認

監　事　黒住副会長

任　期　平成23年度～24年度

�　日本老年歯科医学会岡山県支部より支部組織

設立準備委員会への参加依頼について

横見理事

�　「第62回中国地区歯科医学大会」の開催と会

員周知依頼について

掲載済み

※「岡歯会報」９月号掲載

�　「平成23年度学校歯科医に関する調査」への

協力依頼について

公衆対応

締　切　10月末日

	　岡山県戦没者顕彰会より平成23年度秋季会費

納入依頼について

5,000円　承認

理事会
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〔検討事項〕

�　岡山県四師会懇談会（担当：看護協会）の開

催日について

11月９日で決定

�　新入会員セミナーの開催日について

候補日　10月29日　又は 11月19日

いずれも�

時　刻　19：30 又は 20：00

対　象　平成21年１月よりの入会者

42名（内５名は準会員）

�　障害者の生活と権利を守る岡山県連絡協議会

より面会申込みについて（別紙）

公衆対応　９月22日�　午後５時で打診

�　本会入会申し込みについて

承　認

正会員　　石田
い し だ

浩之
ひろゆき

（玉島支部）

�　本会会館使用申込について

いずれも承認

①日　時　10月16日�　10：00～14：00

主　催　愛知学院大学歯学部

②日　時　平成24年３月４日�

10：00～13：00

主　催　岡山大学歯学部同窓会岡山県支部

５．閉　会（西田常務理事）

今日の視点（横見由貴夫）

例年通り10月１日で団体所得補償保険が満期更

新となります。今年から精神障害拡張担保特約が

一律に付帯されることになりました。

従来は，保険金支払いの対象から除外されてい

たうつ病，統合失調症，神経衰弱，アルツハイマ

ーを含む認知症などの精神障害に起因した就業不

能に対しても保険金が支払われることになりまし

た。しかし，残念ながら保険料が約６％アップし

ます。近年，うつ病や認知症の患者数は増加傾向

にあり，その予備軍を考えると痛しかゆしの感が

あります。

１．会長挨拶

民主党 柚木議員より，副幹事長・厚労の理事

になった旨の電話がありました。

昨晩は暑かったので久々にエアコンをいれまし

た。季節の変わり目で，涼しくなったり暑かった

りと温度差が激しい日が多くなりますので，お身

体を十分にご自愛下さい。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　９月１日�，８日�

�　社保　審査・検討小委員会　９月３日�

�　公衆衛生部小委員会　９月６日�，14日�

�　医事処理小委員会　９月８日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　2011年８月支部社保講習会

９月１日�【津山】 15日�【勝・英】

�　日本摂食・嚥下リハビリテーション学会チャ

リティーセミナー ９月２日�

�　日本補綴歯科学会中国・四国支部平成23年度

学術大会懇親会　９月３日�

�　県健康推進課と打合せ ９月６日�

�　健保組合連合会岡山連合会「組合担当者を対

象とした研修会」 ９月８日�

�　第169回日本歯科医師会代議員会

９月８日�～９日�

�　平成23年度日本歯科医師会会員有功章授賞式　

９月９日�

	　日学歯　普及委員会　９月９日�，15日�


　連盟役員との懇親会　９月10日�

�　平成23年度歯科助手資格認定講習会【最終】

９月11日�

�　基金幹事会　９月12日�

　東和ハイシステムと面会　９月15日�

平成23年度 第20回

平成23年９月15日�

18：30～21：22

理事会
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〔その他〕

�　職員親睦旅行　９月４日�～５日�　

〔連盟報告〕

�　日歯連盟　常任理事会　９月１日�

�　日歯連盟都道府県連盟会長会議

９月２日�

�　村田吉隆と語る会岡山　９月３日�

�　自民党第６回青年部・青年局監事会

９月５日�

�　評議員会正・副議長との打合せ会

９月10日�

�　第73回定時評議員会　９月10日�

�　本会三役との懇親会　９月10日�

	　日歯連盟　理事会　９月15日�

〔学院報告〕

�　夏季休業日

８月１日�～９月11日�【学生】

�　職員旅行　９月４日�～５日�

�　臨床実習医院講師連絡協議会

９月12日�・・・３日�から延期

〔国保報告〕

�　職員旅行　９月４日�～５日�

〔事務局報告〕

�　ＡＥＤ貸与　９月９日�一般の方が飛び込み

でＡＥＤの貸与を希望　ＡＥＤの整備が必要

�　会館台風被害について ９月３日�

３．行事予定

本会行事　　　51件

連盟行事　県歯８件，日歯４件

学院行事　　　８件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　第３回岡山県歯科保健計画策定作業部会（最

終協議）の開催と派遣依頼について

委員全員　出席

日　時　９月28日�　14：00～16：00

場　所　県立図書館

委　員　平岩常務，横見理事，

角谷委員長

�　倉敷歯科医師会より「平成23年度定時総会」

の開催と臨席依頼について

酒井会長，大嶋専務　出席

日　時　９月29日�　16：00

場　所　倉敷歯科医師会館

案　内　酒井会長，大嶋専務理事

�　平成23年10月保険医療関係機関連絡会議の開

催と出席者並びに協議題の提出依頼について

西岡理事　出席

日　時　10月６日�　14：00

場　所　岡山県薬剤師会　２階　会議室　

�　岡山県歯科技工士国家試験委員会の開催と派

遣依頼について

委員全員　出席

日　時　10月11日�　13：30～14：30

場　所　県庁９階　第５会議室

委　員　藤井副会長，毛利理事，

清水委員長，小野副委員長

�　岡山市歯科医師会より救急蘇生実習講習会の

開催と講師派遣依頼について

学術部対応

日　時　10月12日�・13日�

いずれも20：00

場　所　岡山県歯科医師会館

�　平成23年度岡山県保健衛生功労者の知事表

彰・部長表彰受賞者の決定及び表彰式への臨

席依頼について

酒井会長　出席，

表彰者として東原・南理事　出席

日　時　10月27日�　15：00～16：00

場　所　岡山県庁　３階　大会議室　

�　平成23年度岡山県四師会懇談会の開催と出席

者並びに議題提出依頼について

理事会メンバー全員　出席

日　時　11月９日�　18：30～20：30

場　所　岡山プラザホテル

理事会
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締　切　10月21日�

	　大阪歯科大学創立百周年記念行事の挙行と臨

席依頼について

祝電

日　時　11月11日�　10：30（式典）

13：00（祝宴）

場　所　大阪国際会議場（式典）

リーガロイヤルホテルタワーウイング（祝宴）


　岡山県国民健康保険団体連合会より理事会の

開催と出席依頼について

藤井副会長　出席

日　時　11月25日�　14：00

場　所　岡山県国保会館　

理　事　藤井副会長

�　岡山市歯科医師会より歯ッピーフェア主催名

義等への協力依頼について

承　認

期　日　11月26日�～27日�

場　所　イトーヨーカドー岡山店

�　井原支部より臨時総会懇親会の開催と出席依

頼について

他支部と調整の上，出席者を決める

日　時　12月９日�　19：30

場　所　於亀

　児島歯科医師会より忘年会の開催と出席依頼

について

他支部と調整の上，出席者を決める

日　時　12月10日�　18：30

場　所　倉敷シーサイドホテル

�　平成23年度都道府県歯科医師会地域保健・産

業保健・介護保険担当理事連絡協議会の開催

と出席依頼について

平岩常務，横見理事　出席

日　時　12月14日�　13：30～17：30

場　所　歯科医師会館　１階　大会議室

�　長崎県歯科医師会より社保講習会開催日の調

整依頼について

酒井会長，社保担当

①11月５日�【社会保険部　検討委員会】

②11月19日�【全国歯科保健大会】

③12月３日�【岡山県歯科保健優良校等表彰式】

※開催時刻は 午後３時 or午後４時位

�　日本学校歯科医会会誌110号（平成24年１月

中旬発行予定）連載企画「学校歯科医として」

（仮題）執筆者推薦依頼について

公衆対応

推薦締切　９月22日�

�　兵庫県警察歯科医会より災害対策・身元確認

マニュアルの資料送付依頼について

警察歯科医会対応

〔検討事項〕

�　兵庫県歯科医師会との役員懇談会開催日の調

整について

10月15日�を希望　常務理事まで

※開催時刻は午後５時位

�　民主党岡山県総支部連合会より「意見交換会」

の開催に伴う出席確認希望について

日　時　11月１日�，２日�，４日�，

７日�，８日�

上記は ９：20～20：00

11月３日（木・祝）９：20～17：00

場　所　岡山市民会館（１・２・４・７・８日）

岡山国際交流センター（３日）

出席者　県連所属県議会議員，県連事務局

特　記　１団体　40分程度

出欠は 10月13日�迄

�　平成23年度社団法人日本学校歯科医会会長表

彰被表彰候補者の推薦について

公衆対応

締　切　12月16日�

基　準　学校歯科医歴35年以上，

日学歯会員５年以上

�　本会入会申し込みについて

承　認

正会員　岡野
お か の

光真
みつまさ

（倉敷支部）

理事会
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５．閉　会（平岩常務理事）

今日の視点（南 哲之介）

東日本大震災から半年が経過した。

緊急時避難準備区域においては，年間被曝放射

線量が法に定められた１ミリシーベルト/年を超え

ることが確実にも関わらず帰宅を認め，福島第１

原発の作業員の被曝線量限度は，被曝の実態に応

じて引き上げられている。緊急時とはいえ，国が

法を曲げてもよいものなのか疑問を感じる。

岡山県において医療監視が始まり，法令遵守が

今改めて求められている。また，今回の原発事故

に伴い，患者さんからのレントゲン被曝に対する

心配の声が上がっていると聞く。

医療管理部では，医療監視への対応マニュアル

を作成中である。安全安心の医療提供と共に，法

令遵守の一助にして頂ければと思う。

１．会長挨拶

天災の当たり年なのか，被災地の仮設住宅の

方々にとっては三重苦ともいえる台風による避難

勧告が出されました。そんな中，吉備支部が被災

地を訪問され，きび団子を80箱持参されたと聞き

ました。心意気に胸を打たれたと同時に，この惨

劇を風化させてはいけないと改めて感じています。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　９月15日�，21日�

�　医療管理部小委員会　９月20日�

�　公衆衛生部小委員会　９月20日�

�　学術部正・副委員長会　９月20日�

�　医療管理部正・副委員長会　９月21日�

�　厚生部文化事業部会小委員会　９月21日�

平成23年度 第21回

平成23年９月22日�

18：00～19：22

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　第１回老年歯科医学会支部組織設立準備委員

会　９月16日�

�　岡山市歯科医師会定時代議員会　９月17日�

�　平成23年度県民健康調査検討委員会

９月20日�

�　職業紹介責任者講習会　９月22日�

〔その他〕

�　東和ハイシステム	と面会　９月21日�

�　山陽新聞社と打合せ ９月21日�　

〔連盟報告〕

�　第５回三役会　９月15日�

�　日歯連盟第114回評議員会　９月16日�

〔学院報告〕

�　教務会議　９月16日�

�　第31回戴帽式　９月17日�

〔国保報告〕

� 台風による保険料免除申請

３．行事予定

本会行事　　　60件

連盟行事　県歯８件，日歯４件

学院行事　　　６件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　岡山県医療審議会（医療法人部会）の開催と

出席依頼について

酒井会長　出席

日　時　10月24日�　13：30

場　所　岡山衛生会館　３階　第３会議室

�　都窪支部より「つくぼお口の健康フェア8020」

開会式への臨席（挨拶）依頼について

酒井会長　出席

日　時　11月３日（木・祝） 10：00

場　所　ゆるびの舎　

�　自由民主党岡山県議団より平成24年度岡山県

予算編成に関する各種団体個別懇談会（陳情

受理）開催案内について

理事会
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な し

日　時　11月14日�・17日�

いずれも13：00

場　所　県議会の関係委員会室

有　無　陳情の有無を10月14日�迄に返信

�　都道府県歯科医師会専務理事連絡協議会の開

催と出席依頼について

大嶋専務　出席

日　時　11月16日�　13：00～17：00

場　所　歯科医師会館

※例年より早い開催時刻　協議会終了後に懇親会

�　「歯科保健に関するアンケート調査」への協

力依頼について

公衆衛生部対応

担当者　九州歯科大学教授　日高勝美

締　切　10月20日�

�　「歯科医療情報に関する質問紙調査」の実施

と協力依頼について

保　留

推　薦　歯科衛生士，歯科助手が勤務する１

歯科医療機関

締　切　10月21日�迄に直接

メール又はＦＡＸで返信

�　平成23年度「いい歯の日」の広報活動におけ

る後援名義の使用承諾願いについて

承　認

	　鹿児島県歯科医師会より新法人化における代

議員制での代議員の選出方法等についての資

料提供依頼について

資料無し（本会に於いては未定）


　第22回日本歯科医学会総会ホームページと本

会ホームページとのリンク依頼について

ＩＴ推進委員会　対応

〔検討事項〕

�　岡山県糖尿病医療連携体制検討会議委員の推

薦について

平岩常務　推薦

委　員　１名（任期２年）

�　「いい歯の日」対外広報について

スマイル １ページ 歯科保健の県条例等に

ついて

５．閉　会（西岡理事）

今日の視点（東原慶和）

広報部は，11月８日の「いい歯の日」を控え，

１年で一番忙しい時期を迎えています。内訳は，

スマイル11月号，山陽新聞１ページ広告，11月３

日（木・祝）テレビせとうち放映「知りたい聞きたい

もも丸君」等です。４月に「岡山県民の歯と口の

健康づくり条例」が施行されましたが，３月の東

日本大震災の影響で，６月の「歯の衛生週間」で

の対外広報活動が出来なかった為に，この時期す

べての事業が集中してしまいました。是非，ご覧

になってください。

１．会長挨拶

支部連絡協議会，代議員会ご苦労様でした。小

林代議員から質問されたパラジウムに代わる金属

の開発の状況についてですが，以前は大久保日歯

会長と江里口常務は出来ていると言っていたが，

現在の堀常務は企業がしている事なので知らない

と言っている。正論であろうと思われますが，堀

常務（社保）の真面目さは評価しています。逃げ

ないで対応しているように思われます。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　公衆衛生部小委員会　９月26日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　支部・本会連絡協議会　９月22日�

�　岡山県医師会プライマリ・ケア部会研修会　

９月23日（金・祝）

平成23年度 第22回

平成23年９月29日�

18：30～20：47

理事会
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�　大阪歯科大学・朝日大学・明海大学 三大学

歯学部同窓会役員懇話会　９月24日�

�　代議員会事前打合会　９月25日�

�　第160回定時代議員会　９月25日�

�　第127回定時総会　９月25日�

�　平成23年度社会保険指導者研修会

９月26日�

	　県健康対策課と打合せ ９月26日�


　岡山大学医学部麻酔科・救急処置チームシミ

ュレーション実習　９月26日�

�　中国地方社会保険医療協議会岡山部会

９月27日�

�　日学歯　第３回学術小委員会（第１部会）

９月28日�

　都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会　

９月28日�

�　岡山県歯科保健計画策定作業部会

９月28日�

�　倉敷歯科医師会定時総会　９月29日�

�　中国四国厚生局岡山事務所と面会

９月29日�

�　メットライフ・アリコと面会　９月29日

〔連盟報告〕

�　連盟（組織）打合せ会　９月28日�

〔学院報告〕

�　第２回一日体験入学　９月24日�

�　職員会議　９月27日�

〔国保報告〕

�　平成23年度第３回報酬・給与等審議会

９月28日�

３．行事予定

本会行事　　　70件

連盟行事　県歯11件，日歯６件

学院行事　　　８件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　第２回岡山県歯科保健対策会議の開催と派遣

依頼について

黒住副会長，平岩常務　出席

日　時　10月６日�　14：00～16：00

場　所　岡山衛生会館

委　員　黒住副会長，平岩常務理事

�　平成23年度広島国税局管内税務指導者協議会

の開催と出席依頼について

西田常務，南理事，小見山先生（倉敷）出席

日　時　10月24日�　14：00

場　所　広島県歯科医師会館

懇親会　協議会終了後（17：30～19：00）

�　岡山市歯科医師会より岡山県行政への歯科啓

発イベント後援依頼について

承　認

内　容　「歯ッピーフェア」への岡山県よりの

後援名義許可申請

〔検討事項〕

�　岡山県歯科医師会・兵庫県歯科医師会役員懇

談会の開催と出席者及び情報交換題の提出に

ついて

三役，常務　出席

日　時　10月15日�　17：00

場　所　神仙閣

内　容　情報交換　①医療保険　②災害対策　

③対外ＰＲ活動

本会より 医療監視，共済制度，歯科往診，

警察歯科医会等

５．閉　会（東原理事）

今日の視点（西岡宏樹）

先日開催された指導者研修会の配布資料に一医

療機関当たりの年間保険総点数につきH15年と

H20年を対比したものが都道府県別に公表されて

いた。全国平均は94％で６％のダウン。100％を

超えていた県は全国で７県。その中で岡山県は

102.2％で全国トップであった。H18年度より各支

部から委員を選出する新しい形態の検討委員会が

発足，委員一丸となって会員益を追い求めた成果

の一つだと委員諸兄に大変感謝しております。

理事会



９月22日�，19：30より本会５階大ホールに於いて

「支部・本会連絡協議会」が開催された。

１．酒井会長挨拶

お疲れのところご参集いただき，ありがとうございます。平素

は20支部の支部長・専務の皆様にはしっかりと支えていただきあ

りがとうございます。

法人改革と共済制度のタイムリミットが近づいています。現時

点での方向性についてご理解をいただきたい。法人改革は以前も

申し上げましたように「人並みの選択」を考えています。時代と

環境が変わっても誤りのない選択をしなければならない。それが

「人並みの選択」であり46都道府県歯と可能な限り足並みを揃える事だと思っています。情報も共有

できるし情報交換も意味を成してくる。現状は鳥取県のみが，既に一般社団法人を取得しており，公

益社団法人を目指している県は一桁と認識している。岡山県としては一般社団法人を目指しています

が，ここにきて日歯は明確に公益社団法人を取得する方向であり，来年３月の代議員会で議案を提出

すれば間違いなく可決されると思います。これは，ネックとなっていた年金制度と共済制度が広義に

解釈され，公益事業をする為の基盤でありセーフティーネットであると監督官庁の内閣府と合意が得

られ，公益法人のハードルが低くなった為です。

これにより45都道府県の流れも変わってくる可能性がある為，しっかりと見極めたいのですが同時

にタイムリミットも迫っています。どちらにしても来年９月の代議員会に定款等の草案を提示させて

いただき，そこでご意見やご協議をいただいた上で持ち帰り，定款等の改定委員会を立ち上げて平成

25年３月の代議員会で議案として提出させていただきます。その過程で全国的に一般社団法人と公益
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支部・本会連絡協議会



法人が拮抗している場合は，躊躇なく一般社団法人への移行を考えています。なぜなら公益法人は後

戻りできないが，一般社団は公益法人に移行できるからです。ご理解ください。

現在，岡山県20支部のうち６支部が社団法人を取得しておられる。この６支部は理論的には選択肢

はあると思いますが，現実的には一般社団法人への移行と限定してもよいと思われます。この６支部

のご理解・合意を得られるならば来年の９月を目処に一般社団法人移行に伴う定款等の事務作業のす

べてを県歯で全面的にバックアップさせていただきたい。ただ一点，今日までの準備段階で，専門家

との深い関係があるのならば無理強いはできないと思っています。また，残り14支部の選択肢は，今

のままの任意団体で行くのか，一般社団に行くのかの２つであろうと思われますが，この意思決定を

できるならば年内を目処にお願いしたい。もし一般社団へ移行されるのであれば，６支部同様に私共

で全面的にバックアップいたします。

そういう前提のもとで３点お願いをしたい。まず14支部におかれましては是非とも「一般社団法人

取得」をお願いしたい。20支部がばらばらであると今後にいろんな問題を惹起させる危険性があるが，

同じ法人形態にあれば決してマイナスにならないので，よろしくお願いします。もう１点は「支部の

再編」についてですが，この機会を逃すと支部再編はよほど大きな外圧がかかって来ない限りまず不

可能であろうと思っています。もし少しでもそういったお考えがあるなら申し出ていただきたい。積

極的に関与させていただきます。最後に「入会金の問題」についてですが，現在30万円から300万円

までの大きな開きがあります。理想は20支部同じ金額である事だろうと思っていますが，名目上だけ

でも入会金を一律にできないものかと思っています。議論の出発点は，一番低い30万円であろうと思

いますが，一定の幅で収まるようなものにしたい。というのも，未入会者等の問題に着手するために

は，障壁である入会金の問題をクリアする必要があると考えられるからです。今回は情報提供だけい

たしますが，今後ご協議いただきたいと思っています。

難しい問題ばかりで，すべてが総論賛成，各論反対ということに成りがちですが，どうか大局観で

将来を見据えて望んでいただきたい。

もう一つ，共済制度ですが，今1,050人で共済制度を運営していますが，1,000人を超えると保険

業法という枠組みに入るという法律ができたことによって，責任準備金を持っていないと運営できな

いことになります。選択肢は３つ。１つ目は保険会社に委託，２つ目は解散。３つ目は，1,000人以

下での運用。この３つの選択肢でありますが，出来る事なら絆と連帯をなるべく傷つけないようにし

て存続を模索したいと思っていますので，どうぞよろしくお願いいたします。

２．来賓挨拶

岡山県歯科医師連盟　会長　　西田　宜可

この協議会の貴重な時間をいただき本会酒井会長並びに支部役員の先生方にお礼を申し上げます。

また，日曜日に開催されます代議員会と内容が重複することをご理解いただきたいと思います。
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連盟新執行部が発足して６か月が経過いたしましたが，退会者・未入会者が後を絶たないのが現状

であります。偏に連盟の非力さに尽きると痛感しております。その打開策の一つとして「ご存知です

か連盟活動」というリーフレットを作製いたしました。是非参考にしていただきたいと思っておりま

すが，やはり打開するためには支部のご理解が不可欠であることは言うまでもありません。その為に

是非連盟に機会を与えていただきたい，作っていただきたいと思っております。宜しくお願い申し上

げます。

次に，デンタルミーティング２回の開催，11月27日�，12月18日�を予定しております。内容等に

つきましては後日ご案内申し上げますので，多くの会員，未入会者，退会者またご家族，従業員のご

参加をお願いいたします。

最後に支部政治活動費の支援を行っておりますが，まだまだ活用をされていない支部が多数ありま

すので是非活用をお願いいたします。

今後も連盟に対してご理解，ご協力をお願い申し上げて挨拶とさせていただきます。

３．報　告

１．公益法人制度改革について

※平成25年11月迄に公益社団法人か一般社団法人に移行。

※社団６支部は問題点の洗い出しを。14支部は一般社団か任意団体かの決定を。

�税理士・会計士との相談，定款，必要書類の提示，コストの負担等もさせていただくなど，全面的

にバックアップをする。14支部はぜひ一般社団をもっていただきたい。一般社団のメリット・デメ

リットについては資料Aをご覧になっていただきたい。

２．東日本大震災義援金募金について

※第２回募金回収・・・９月下旬迄に振込依頼書を送付予定。

※息の長い支援の為，引き続きご協力を。

３．日本歯科医師会福祉共済制度について

※公益法人制度改革により給付金額の見直しが検討されている。

満80歳以上は前払いとして100万円の権利を活用。

４．眠れる歯科衛生士サポート委員会について

※現在，県下歯科衛生士養成校の卒業生4,500名に案内，就業希望者を取り纏め次第，全会員にご

案内予定。

�９／22現在，常勤９名，パート27名の計36名の申し込みがある。近々にご案内するので，ご活用い

ー 14ー

J. ODA  vol.778     ’11-11県歯報告



ただきたい。

５．歯科往診サポートセンターについて

※近々，各保健所圏域にポータブルユニットを配置予定。

�県内で往診システムを確立するために立ち上げている歯科往診サポートセンターだが，行政から補

助をうけて，近々，各保健所圏域（５か所）にポータブルユニットを配置予定。これをご活用いた

だきたい。また，ポータブルレントゲンも期日は未定だが配置を予定している。

６．学校歯科医アンケートについて ・・・　ご協力を

（ご不明な点は公衆衛生部へ）

�支部長あてに日学歯よりアンケート依頼がいっているので，ご協力を。詳細は県歯，平岩常務まで。

７．ホームページを利用した県民アンケート調査について

※ブランチ・プロジェクト等でのチラシの配布をお願いします。

�最近県歯ホームページをリニューアルしたが，県民がどれくらい見ているのか，どのような意識が

あるのかについて調査を行うことになった。｢いい歯の日｣アンケートを作成し，回答していただい

た方に景品を贈ることになった。そのためのチラシをブランチ・プロジェクト等のイベントで配布

いただきたい。

８．会費等の口座引落日　・・・　毎月 26日

�毎月引き去り（毎月26日）ができない先生が何名かおられるので，口座の残高を確認してください。

９．東和ハイシステム�について

�再リースに関し，多数の会員よりクレームがあったため，面会し事情確認をし，対応を申し入れた。

東和より，10月の金パラ改定については再リースの顧客にも対応するとの申し出あり。

10．東北三県の「食」と「銘酒」を味わう会

�10／23�東北の食と酒を楽しむ会を開催予定しており，大勢の参加をお願いします。

11．歯科医師国保

�台風12号において被災されました組合員の保険料の免除（１～２ヶ月）は２種，３種組合員にも適

用されます。従業員の皆さんに周知をお図り下さい。また，後日の台風15号にも同様の措置がとら

れています。
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�インフルエンザワクチン予防接種に上限2,000円の補助金が出ます。（平成24年３月31日まで）昨年

は組合員，家族合わせて約1,500名（25％）が利用されています。９月中に申請書等を送付致します。

12．その他

�台風12号，15号による被害があれば報告していただきたい。

�ジョブカード制度は仕分会議で廃止と決まっていたが，このたび復活したので，また制度について

説明の機会があると思うのでご検討をいただきたい。
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2011 ＯＰＤＦ ＤＥＮＴＡＬ ＭＥＥＴＩＮＧ
『社会保障の抱える問題点と今後の展望 』

聞いて， 感じて， 思いを！　考えを！

どのように生かせるのか・・・・

共に感じて　共に考えよう!!

岡山県歯科医師連盟会長　西田　宣可
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平成23年

９月 12日� �歯科点数 50以上，25年間据え置き

田村議員が質問主意書

21日� �技工学校で147人減少

衛生士学校は回復傾向

28日� �電子レセプト 請求件数が初の4割

23年７月診療分 請求施設数は全体の32.9％

10月３日� �医道審議会 歯科医19人の処分決定

歯科医業停止3年が2人

６日� �歯科治療の中断・受けない 6割が自己判断

日歯 歯科医療に関する国民意識調査

平成23年度
入 学 者 数
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

11日� �石膏トラップから硫化水素発生 経時変化によって致死量にも

12日� �平成22年10月現在 歯科診療所６万8,384

医療施設調査・病院報告 10万人対施設数は53.4

13日� � 算定要件の緩和求める

全国老人福祉施設協議会が意見書提出

福岡大学
らが調査

口腔機能維持
管理加算など

〈
略
〉

〈
略
〉
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岡山県薬剤師会からのお願い
処方せんへの「医療機関コード」記載について

昨年10月以降，院外処方せんへは医療機関コードを記載していただくこととなっていますが，

未だ記載されていない処方せんが見受けられるようです。院外処方せん発行の際は下記の枠に

必ず「都道府県番号」及び「医療機関コード」を確実にご記載頂きますようお願い申し上げます。

尚，「都道府県番号」及び「医療機関コード」記載部分が無い処方せんをご使用の場合は，

「保険医療機関名称」等の記入箇所余白へ手書きで加筆して下さい。

併せてお願い申し上げます。



中国・四国地区歯科医学大会
（岡山県歯科医師会生涯研修セミナー併催）後記

平成23年10月２日，中国・四国地区歯科医学大会（岡山県歯科医師会生涯研修セミナーと併催）が県

歯会館５階大ホールで開催されました。

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　歯科麻酔・特別支援歯学分野 宮脇卓也教授をお招きし「歯科

診療時の救急処置と救急薬品の使い方―その理論と実際―」というテーマで，全身偶発症から，一次救

命処置（BSL）ガイドライン2010について，歯科診療時特有の緊急時の注意点と救急処置，救急薬品の

使い方などをとてもわかりやすく講演していただきました。

今回の講演は，今年１月に開催された岡山大学病院・救急部長 氏家良人教授による歯科救急時対応

の病診連携セミナーに引き続き，県歯科医師会共済部から共同購入している救急薬品の理解と緊急時に

正しい対応ができるように企画されたものです。

特に，歯科診療時に起こる不快症状を７つにパターン化し，そこから想定できる原因を検索，対応を

考えるという具体的な説明があり，医局員によるVTRを使っての歯科診療ユニットでのわかりやすい解

説は，緊急時のスタッフとの協力体制を構築していく上でとても役立つものと思われました。

救急薬品についてはそれぞれの薬理作用から適応症，投与方法を詳細に解説していただき，筋肉注

射・静脈注射・点滴静脈注射の方法も動画で注意点を述べながら示していただきました。

内容は多岐にわたって濃いものでありましたが，とても理解しやすい構成で講演され，約140名の聴

講者は，日々の臨床で万が一の場合にも落ち着いて行動できる知識を得られたものと思われます。

講演終了後，希望者にはさらに筋肉注射・静脈注射・気道異物除去の実習が歯科麻酔科の前田茂准教

授，友安弓子医員の指導のもと行われました。約70名の実習参加者は，リアルな静脈注射モデルなどを

使用し緊張した実習を体験できて，講演で得られた知識をより実践に近い形で練習できました。自院で

自らが実践できる手技を身につけるためには，定期的にこのような講習会の受講が必要であると実感い

たしました。 （委員長　清水裕雄）
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◎第４回正副委員長委員会：８月２日�

１．倉敷支部救急蘇生講習会反省

２． 岡山県歯科医師会生涯研修セミナータ

イムスケジュール，プログラムの検討

３．秋季歯科医学大会お知らせ文検討

４．第139回学術集談会デモ，テキスト作製

について

５．健康保険組合連合会事務研修にかかる

質問事項について

◎「歯の健康について」事務研修打合せ

（平岩，横見，毛利）：８月19日�

◎第５回正副委員長会：８月30�

１．中国地区歯科医学大会協議題，出席者

２．岡山県歯科医師会生涯研修セミナー実

習参加者申込書作成

３．ICLSコース日程調整

４．つくぼ・お口の健康8020フェアー出席者

◎平成23年度日本補綴歯科学会　中国・四国

支部学術大会（毛利，清水，内田）

：９月３日�，４日�

◎「歯の健康について」健康保険組合連合会

事務研修（平岩，横見，毛利）

：９月８日�

◎第６回正副委員長会：９月20日�

１．岡山県歯科医師会生涯研修セミナー実

習打ち合わせ

２．岡山支部BLSコース

３．秋季歯科医学大会プログラム作成

４．岡山大学ICLSコース参加者

◎岡山大学医学部麻酔科，救急処置チームシ

ミュレーション実習（毛利，小野，中島，

居樹）：９月26日�

◎岡山県歯科医師会生涯研修セミナー実習最

終打合せ（毛利，清水，小野，中島，居樹，

内田）：９月29日�

学 　 術 　 部報 告

学術部



岡山県医師会プライマリ・ケア部会研修会

平成23年９月23日（金・祝）岡山衛生会館にて平成23年度第一回岡山県医師会プライマリ・ケア部会研修

会が開催されました。当日は講師として，岡山県保健福祉部健康推進課課長則安俊昭先生をお迎えして，

「医療・介護職のための感染症の知識」の演題にて講演が行われました。

まず総論として感染症の種類・感染経路，防止対策，感染症情報，感染症法について説明があり，続

いて各論としてノロウイルス，インフルエンザ，結核，腸管出血性大腸菌感染症，ＭＲＳＡ，疥癬，Ｂ

型・Ｃ型肝炎ウイルス，エイズ，成人Ｔ細胞白血病の９種類の感染症に関して詳細な説明がありました。

感染症に対しては，スタンダードプリコーション（標準予防策）を実施することで，防止することが

可能です。「１ケア１手洗い」「ケア前後の手洗い」「手袋，エプロン，ガウン，マスク等防御用品の使

用」「針刺し，切創事故防止」「環境の清浄化」などの防御策を確実に実施することが重要です。

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの感染者は合わせて300万人を超えており，国内最大の感染症と言われてい

ます。岡山県の肝炎に関する課題として，「自覚のない感染者，未治療の陽性者，専門医の未受診者が

多数存在すること」「肝炎患者等への不当な差別があること」などが挙げられていました。

岡山県のエイズ患者・新規ＨＩＶ感染者の報告状況によると，年々増加の傾向にあり，平成22年度は

過去最高の22名となっています。エイズは感染力の弱いウイルスですので，通常の感染予防策を実施す

れば感染する可能性は極めて低いと思われますが，エイズ感染者の診療拒否など医療者サイドの問題も

まだあるそうです。

岡山市でも先日，長期間診断をつけられず，結核患者が一般病棟に入院していて感染が拡大した問題

がマスコミで取り上げられていました。我々医療従事者は，スタンダードプリコーションを基本として，

感染力，感染経路をよく理解したうえで確実に対応し，恐れすぎず，侮らず患者さんに対応していく必

要を改めて認識させてもらえた研修会でした。

（委員長　角谷真一）
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「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会チャリティーセミナー」参加報告

台風12号の上陸が目前に迫った

去る９月２日�に，名古屋国際会

議場白鳥ホールを会場に標記セミ

ナーが開催され参加いたしまし

た。本来は，第17回学術大会が仙

台市において開催される予定でし

たが，東日本大震災の影響により

時と所とプログラムも変えての開

催となりました。

当日は14：30から始まり，以下の４題の講演がありました。

①嚥下ＣＴの展開 ［講師］才藤栄一（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座）

従来のＶＥ・ＶＦと比較すると，口腔・咽頭・喉頭・上部食道を一度にスキャンできるため，嚥下運

動を立体的・動的に画像化し解析できるようになり機能的なツールとして紹介されました。

②高次脳機能障害による摂食・嚥下障害への対応　―注意障害，認知症を中心に― ［講師］長谷川健一

（東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科言語聴覚学専攻）

③地域高齢者の摂食・嚥下障害への援助 ［講師］鎌倉やよい（愛知県立大学看護学科）

④大規模災害時の口腔ケア体制の構築に向けて―東日本大震災への対応を通して― ［講師］佐々木啓一

（東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野）

現在も大学の教職員による身元確認業務と歯科医療救護・口腔ケア活動が続いている事を紹介され

た後，直面された３つの問題について話されました。

・多くの自治体では歯科部門がはなはだ脆弱で，歯科的ニーズへの認識が甘く対応が遅れた一因になっ

たこと。

・緊急時においても，市町村からの要請がないと県は動かないし，県からの要請がないと国は動かない。

緊急時に対応できる支援要請系統が必須であること。

・災害対応が可能な歯科医師の不足を挙げられ，被災地での身元確認，医療救護は一般の歯科医療では

なく，対応できる知識と技術，さらに感性を持った歯科医師を養成しなければならないこと。

時折，たたきつけるような雨が降り，傘が開けないような強風の中での開催でしたが，ホールは補助

用のイスが出されるほどの盛況でした。また，被災地での歯科医療救護の報告ポスターも展示してあり，

立ち止まって食い入るように見つめる参加者の視線が印象的でした。

（理事　横見由貴夫）
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“第107回全国禁煙アドバイザー育成講習会in岡山”

■日　　時：平成23年12月18日�　９：45～16：00

■場　　所：岡山市北区鹿田町（岡大鹿田キャンパス：岡山大学医学部臨床講義棟　第一講義室）

■対　　象：禁煙支援に携る全ての職種の皆様（医療従事者，教職，行政職等）

■参 加 費：5,000円（昼食含む）

■プログラム：

９：45～　オリエンテーション

10：00～　禁煙指導のための基礎知識　－職域において活用する際の注意点－

講師：野田　隆（のだ小児科）

講師：三浦秀史（禁煙マラソン事務局）

講師：高橋裕子（奈良女子大学）

講師：岩瀬敏秀（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　地域医療人材育成講座）

11：30～　ランチョンセミナー

禁煙指導の実践演習

―これであなたもプチ腹話術師　腹話術で禁煙支援（実習付き）―

講師：高橋裕子（奈良女子大学）

講師：柳井篤子（腹話術師）

13：00～　職場における禁煙支援

－会社が喫煙を管理する根拠，合理性，法的リスクをふまえて－

講師：高尾総司（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　疫学・衛生学分野　講師）

14：00～　世界一聞きたい授業

―禁煙支援のキッカケづくり―

講師：岡崎好秀（岡山大学病院　小児歯科　講師）

15：00～　禁煙支援を進めるためのＱ＆Ａ

16：00～　日本禁煙科学会認定試験（希望者）

■申　　込：禁煙科学会のＨＰより第107回全国禁煙アドバイザー育成講習会（岡山会場）を選んで直

接申し込んでください。

お問い合わせは，日本禁煙科学会事務局まで。申込締め切り 12月12日�

■前夜祭（懇親会）：12月17日�夜に開催を予定しています。

※　できるだけ公共交通機関をご利用ください。大学病院駐車場料金は，自己負担です。
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第22回近畿・中国・四国口腔衛生学会報告

平成23年10月２日�徳島市徳島大学蔵本キャンパス内長井記

念ホールにて地区衛生学会が開催されました。岡山県歯科医師

会より平岩常務理事以下３人が出席しました。

基調講演は「これからの口腔保健を考える」と題して大阪歯

科大学の神原正樹先生（口腔衛生学講座教授）が行い，未来へ

の提言を世界の情勢と関連して講演されました。

続いて特別講演では九州大学の山下喜久先生（口腔保健推進

学講座教授）が細菌学的視点より，経管栄養者の口腔細菌叢が

経口摂取時と比べて大きく破綻し誤嚥性肺炎のリスクが高まると指摘され，興味深く拝聴しました。

午後からは一般演題としてポスター発表が行われました。

次年度は滋賀県で開催する事が決定されました。 （恵谷潤三）
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『「生きる力」をはぐくむ学校での歯・口の健康づくり』
（文部科学省）の改定版発行について

平成16年に初版の学校歯科保健参考資料『「生きる力」をはぐくむ学校

での歯・口の健康つくり』が作成され７年が経過しました。その間，平成

20年学習指導要領の改正，平成21年学校保健法が学校保健安全法として

改正，また平成17年の食育基本法に基づく教育課程への食育の位置づけ

などの法改正があり，それらを踏まえ平成23年３月に改訂版が発行され

ました。改訂版では新たな内容が加えられています。特に第7節に「歯・

口の健康づくりと食育」という新たな項目が設けられ「食べる」機能の

支援や行動目標としての「噛ミング30」などにも触れるなど，食育教育

にページ数が割かれています。また学校保健安全法により保健指導，保

健相談ならびに地域との連携が強調されており，これを受けての保健指

導や個別指導の進め方など具体的に記載されています。全体を通して，初版からの特徴であるヘルスプ

ロモーションの考え方に立って，学習を通して自律的な健康管理ができるような資質や能力を育成する

という視点は変わらず重視されています。

この冊子は学校関係者向けに作成されたもので，４月に文部科学省から公立の幼・小・中・高，支援

学校に1冊づつ配布されました。また先般，日学歯から日学歯会員にも送付されました。関係法令に基

づいた文科省の「歯・口の健康づくり」の指導方針を示すものであり，学校歯科医の先生方におかれま

しては，手元に置いていただき，学校での活動に十分ご活用いただきたいと思います。

（柴田　宏）
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日曜・祝日の開館予定日
お知らせ

○印 開館予定
×印 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。 ※詳細については事務局にお問合せ下さい。

３日（木・祝） ６日（日） 13日（日） 20日（日） 23日（水・祝） 27日（日）

× × × × × ○

13：00～16：00

４日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（金・祝） 25日（日） 29（木）～31日（土）

× × ○ × × ×

10：00～12：00

12月

11月



平成23年度歯科助手資格認定講習会

平成23年度歯科助手資格認定講習会

が，例年同様７月24日�から９月11日�

の６日間にわたり県歯会館５階大ホール

において開催されました。

本講習会は日本歯科医師会が認定する

「乙種第一歯科助手」の資格認定を目指

すもので，日本歯科医師会が定めたカリ

キュラムに添って行われ，毎年100名前

後の受講があります。今年度の受講者数

は92名でした。講義は医療管理部が作成し随時改訂を重ねるオリジナルのテキストを使用し，医療管理

部委員全員17名と「最近の歯科事情」と題し藤井副会長が担当しました。

毎年７月から９月の暑い最中の６日間の開催という

こともあり，講習会後半になると受講者にも疲れの色

が見え隠れしますが，特に今年度受講者の真剣な受講

態度は，担当する医療管理部委員にも伝わり，各講義

とも例年になく緊張感を持ったものとなりました。結

果として，最終日に実施したテストの平均点数は，昨

年より約10点高い過去最高点数となりました。

講習会終了時に受講者に行ったアンケートでは，講習会の設定，内容，理解度共に過去５年間で最も

よい評価をいただくことが出来ました。しかしながら，講義内容が口腔解剖をはじめとする，基礎から

う蝕・歯周疾患の成り立ちや治療方法，接遇，診療の介助等々多岐にわたる中での限られた時間の講義

ということで，少し進行が早すぎるというご批判もいただきました。一部には教科書，パワーポイント

データが少し見づらいとの意見もあり，これは来年の教科書改訂に向けての課題となりました。また，

毎年，講習会の中に実習を組み入れて欲しいとの要望があります。100名の受講者に対して実習をする

施設・スペース，器具・機材の準備，医療管理部委員の配置等考えると難しい面もありますが，今後検

討しなければならないと思われます。

閉講式では，酒井会長より｢今回の講習で得た知識を十分に咀嚼し，知識を知恵に変えて歯科医療の

現場で，社会で役立ててほしい｣との挨拶があり，92名の受講者を代表して，テストの成績優秀者（満

点）４名に受講修了証が手渡され今年度の講習会を終了しました。

尚，日本歯科医師会の｢歯科助手資格認定証｣は，後日受講者のお手元に送付されます。

（理事　南 哲之介）
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平成23年度 都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会

平成23年９月28日�午後２時から５時30分迄，日本歯科医師会館１階大会議室に於いて「平成23年度

都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会」が開催された。

１．開　会 日本歯科医師会副会長　　宮村　一弘

２．挨　拶 日本歯科医師会　会長　　大久保 満男

大変ご多忙の中を都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会に全国からご出席いただきありがと

うございます。平素は広報活動のみならず都道府県の役員として日本歯科医師会をお支えいただいて

いることに重ねて感謝申し上げます。

広報活動のあり方は代議員会でも話題に上がり，日本歯科医師会の考え方・あり方を会員あるいは

国民に伝えていく使命をわきまえて活動していかなくてはならないという難しさがあります。広報の

中身を闇雲に発信するのではなく，誰に向かってどう打つのか，あるいはどういう媒体を使うのかを

戦略的に考えて下さい。テレビ，新聞は瞬間的には視覚の刺激が大きく効果的だが持続するのは難し

い。医師会のように遥かに大きな予算でＣＭを流すことはできない。新聞も全員が読むわけではなく，

隅から隅まで読む人も少ない。ここが広報の難しさであろうと思われます。

そこで日本歯科医師会では，３冊の書籍を発刊します。２冊は食と歯科医療についてであり，もう

１冊は東日本大震災における身元確認作業に従事する歯科医師の活動記録と死者の実態写真集です。

手柄話ではなく歴史の記録として有益な１冊です。

今日の会議が皆様にとって有意義な会議となりますよう期待します。

３．出席者紹介

４．座長選出 日本歯科医師会広報担当理事　　中村　宣夫

５．報　告

�　会務報告　　　日本歯科医師会専務理事　　村上　恵一

�　日歯広報活動　　　　　　

①総括　　　　　　　　　　常務理事　　倉治　ななえ

②対内広報小委員会　　　　副委員長　　大藪　武男

③対外ＰＲ小委員会　　　　委 員 長　　青柳　裕易

④ＨＰ企画小委員会　　　　委 員 長　　青柳　裕易
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６．協　議

�『歯科医療に関する一般生活者意識調査』について

	電通ＰＲ

�意見交換

①都道府県歯科医師アンケート調査結果について

②今後の日歯広報活動について

（会議を終えて）

都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会は，２年間に１回開催される。３時間半に及ぶ会議の内

容は，１／３が挨拶と報告，１／３が（株）電通ＰＲによる『歯科医療に関する一般生活者意識調査』，

そして残りの時間で協議と質問といった流れである。過去３度出席したがほぼ毎回同じ流れである。何

故この会議で（株）電通ＰＲの調査結果報告を１時間も聞かされるのだろうか？

事前に資料を配布してくれたならば，しっかり読んで会議に臨むのだが，当日配布された55ページに

わたる調査結果を電通社員がただ早口で読み上げるだけである。後日，日歯ホームページにアップされ

るこの（株）電通による調査費用は，６日間で1,200万円である。ちなみに，この調査費用に対する質

問に即答できた役員は皆無であった。

是非，会員の皆さんも日歯ホームページで『歯科医療に関する一般生活者意識調査』をご覧になって

ください。１日200万円，計1,200万円という高価な調査結果を知らぬままにやり過ごすのは，非常に残

念なことです。

（理事　東原慶和）
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レクリエーション船釣大会は７名の会員参加で，10月９日�児島元浜港より午前６時出船しました。

下津井沖にて真鯛狙いで釣りを開始しました。前日は朝から入れ食い状態だったそうですが，この日は

残念なことに１時間以上全員あたりもなく過ぎてしまい，急遽イイダコ釣りに変更となり，坂出沖まで

船は走りイイダコを釣り始めました。

ここでもあたりは少なかったのですが，船頭の指導のもとぽつぽつ釣れ始め，４ハイのマダコも釣れ

次第に船上もテンションが盛り上がってきました。

成績はマダコを２ハイも釣り上げた相坂俊太先生が

優勝され，二位には三宅二郎先生が入りました。

今回の船釣大会は東日本大震災の復興支援チャリ

ティー大会として行われ，参加していただいた先生

方は気持ち良く募金してくださいました。

ありがとうございました。 （恵谷潤三）

文化事業部会

会館ギャラリー盛況中！

本館１階の会館ギャラリーでは，

現在木浦正夫先生（真庭支部）撮

影による写真作品８点を展示して

おります。四季の自然が織りなす

風景を題材にした心和むすばらし

い作品ばかりです。ご覧いただけ

れば幸いです。平成24年１月18日

まで展示を予定しております。

（理事　黒木祐二）
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岡山支部
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吉備支部 吉備支部旅行

９月18日，19日に宮城県仙台市に支部旅行に行って来ました。

東日本大震災から６か月が経ち，被災地では徐々に復旧が進みまた復興のための支援が広がっている

ニュースがある一方，先の見えない原発の放射線被害を想うと東北方面への旅行は，若干の躊躇があり

ました。

しかし，結論を述べるとこの時期に訪問して良かったと心から思います。

初日は，新幹線で約６時間を掛け仙台に到着しました。その日は湿度が高い真夏日でしたが，台風12

号と15号の合間の週であり，幸い天気には恵まれました。

まず市内の仙台城に出かけましたが，杜の都と言われることだけあり，道中けやき並木が暫く続き，

広瀬川の大橋を渡ると自然豊かな森が広がり，また城内には東北大学のキャンパスもあり敷地の広さに

は驚かせられました。本丸跡は青葉山という小高い山の上にあり，伊達正宗騎馬像のあるあたりから仙

台市街中心部の高層ビルの立ち並ぶ風景を楽しめ，東には太平洋も望むことができ，夜景はすばらしい

だろうと容易に想像させられました。同敷地内の青葉城資料展示館や仙台市博物館にも足を運び，当地

の歴史を改めて知ることができました。

翌日は，今回の旅行が被災地の現在の状況，復興の程度を自分の目で確認したいという目的がありま

したので，仙台東部道路で松島方面に行き，ＩＣより海岸線沿いのひび割れた一般道路を走行しました。

自衛隊員は撤退したと聞いていたのですが，県外の警察車両に度々遭遇しました。日本三景の松島は，

地形の関係で被害は少なかったようですが，その先は報道で見たままの風景が広がっていて，コンクリ

ートの基礎だけになった建物，曲がって倒れた電柱，雑草だらけの田んぼ，ひっくり返ったままの車両，

山積みのガレキ，仙石線の野蒜駅の震災の時間で止まったままの時計，線路は砂で埋まっていましたが，

支部・モニター通信



ー 34ー

J. ODA  vol.778     ’11-11支部・モニター通信

その中でコスモスが駅構内の線路の間に咲いている姿が，周りの風景に対比して私たちの心を和ませ，

また愛おしく感じられました。

道中，ボランティア活動を行っている方も多く見られました。同じ宿泊所には川崎市歯科医師会の先

生，七ヶ浜ボランティアセンターには九州大学歯学部の先生が連休を利用してボランティアに来られて

いました。また，私たちは帰りの新幹線の出発までの限られた時間で，岡山のお土産を持参し七ヶ浜の

仮設住宅，宮城県警本部，宮城県歯科医師会などを訪問し，貴重な経験をさせていただきました。岡山

に帰って来て，現地を思い出し不自由な生活をされているたくさんの人たちのことを想うと，被災地の

一日でも早い復興を願わずにはいられません。

今回，身元確認調査で支部より水川先生が参加した経緯があり「自粛しない復興支援親睦会」と称し

て東北を選びました。余震など少し不安な面はありますが，米どころ東北の銘酒は美味で，自然の幸に

恵まれ，祭りは華やか，女性は色白美人が多く，男性は優しい，たいへん魅力的な観光地だと思います。

皆さんも一度訪れてはいかがでしょうか。

がんばろう日本！がんばろう東北！

最後になりましたが，企画をしていただいた文化部の先生ありがとうございました。

（モニター 遠藤彰治）

「スマートフォン」

直樹 ちょうど一年前にケータイを今はやりのスマートフォンに変えました。購入後し

ばらくの間は物珍しさもあって，いろいろなアプリを入れて遊んでいましたが結局今使って

いるのは，電話，メール，スケジュール帳，そして地図・・・前のケータイと何が変わった

のか・・・。

電池だけは人並みに消耗し毎日の充電は欠かせません。時々フリーズするし，字が小さい

から大きくしようと引き伸ばしていくと画面が一部だけになって余計に読みにくくなるし，

メールの入力はしやすくなったけど触るつもりのない時に偶然送信ボタンに触れて途中で送

信してしまったり・・・・・便利なんだかどうなんだか・・・・・。

でもこんなアナログ人間な自分ですが，最近はi－Padに惹かれています。何より画面の大

きさが老眼の始まった自分にはぴったりです。次回（９か月後？）のこのコラムではi-Padの

華麗な使いこなし方をご紹介いたします・・・・・・・とかなんとか・・・・・。

熊
代



岡山支部 行正　恵子

10年くらい前から着物を着るようになりました。着物は流行りの

洋服と違って大切に扱えば，内側「胴裏，八掛」を変えるだけで年

齢に相応しい着物を着ることができます（ちょうど入れ歯にリベー

スをするように!?）。着物の楽しさは季節とＴＰＯに合せて，襟，帯，

帯締めや帯揚げ小物などをコーディネートできることです。着物を

仕立てる時は全てオーダーメイドで反物から選びますので，仕上が

ってくるまでに数か月もかかりますが，待つことも楽しみのひとつ

です。「着物を着ることはいいことね。だけど気をつけないと一財潰

してしまうほどの散財をしてしまう人もいるからね」と母から言わ

れたことがありましたが，それほど着物の美しさや奥深さには知れ

ば知るほど引き込まれてしまう魅力があるようです。

着物には色々な種類がありますが，私は西陣織にことのほか思い入れがあります。多種多様な色合い

や模様は完成された美術品のような趣きがあります。私と西陣織の出会いは小学校６年生の京都の修学

旅行で買ったお土産の小さなお財布でした。少ないおこずかいの中で買った長財布は勉強机の中に大切

にしまって置いて，時々取り出してはその豪華で繊細な柄を眺めていたものでした。時は流れて，先日

雑誌をみていたら，シャネルとディオールのお店の店内壁面に西陣織の老舗メーカーである細尾のファ

ブリックが使用されていました。その生地は水や木などの自然をモチーフにしたもので，銀箔を貼った

和紙を細かく裁断して糸として織り込んであり，最高の技術で織り上げたものだそうです。この日本の

伝統美（高度な技術と素晴らしいセンス）は世界各国の店舗で絶賛されているそうです。

もともと西陣織は天皇や貴族に向けたハイエンドな織物で，幾人もの職人さんが集まって気が遠くな

るような地道な工程を経て完成するのです。このように着物の奥ゆかしさや美しさは，歴史と職人さん

の優れた技術が背景にあるからで，日本古来の伝統的文化を守って行くためにはあの価格も納得のいく

ものだと思います。新しい着物に袖を通す時は嬉しくて誇らしくて，頑張って仕事をして良かった，日

本に生まれて良かったなあと改めて感じます。

日本の伝統を継承するためにも，もっと着物を着る機会を増やそうと思います。歯科医師会の会務な

どでは着物を着る機会もあるかと思いますので，女性会員の先生方（男性会員の先生方も）是非一緒に

着物で会務に参加致しましょう。
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次回は太田　靖先生（岡山支部）をご紹介します。



平成23年度臨床実習医院講師連絡協議会開催

去る９月12日�，２年生（第53期生）52名の臨床実習開始を前にして，実習生を受け入れていただく48

歯科医院の先生方に５階大ホールにお集まりいただき，臨床実習医院講師連絡協議会が開催されました。

藤井学院長より挨拶があり，その中で「“やってみせ，言って聞かせてさせてみせ，褒めてやらねば人

は育たず”のことわざがあるように，患者了解のもと，診療内容や学生の能力を考慮して，見学で終わる

ことなく診療の補助・実習をさせていただき，良いところは褒めていただきたい」と述べられました。

そして，学院カリキュラム，臨床実習について（実習要綱・実習項目そして実習評価・実習ノートの

記入内容等），後期日程，学生加入保険そして学生アルバイト等の説明があり，最後に質疑応答が行われ

閉会しました。 （学年担当講師　後藤剛緒）

第31回戴帽式

去る９月17日�，５階大ホールにて第31回戴帽式が挙行されました。「戴帽の儀」が厳かに行われ２

年生（第53期生）52名は，藤井学院長より一人ひとりハイジニストキャップをいただきました。そして，

学生全員が「歯科衛生士の誓い｣を唱和した後，藤井学院長より「歯科衛生士は専門職として歯科衛生

士しかできない特権を持つことになる。そのため，厳しい倫理観と専門的知識そして技術を日々研鑽し

なければならない大きな義務がある」，また「臨床実習にあたり，温かい思いやりの心を持ち，チーム

ワークを大切にし，細やかな心づかいができるようになることが大切である。また，本学院の学生とし

て誇りと気概に加え，品格を持ち臨床実習に臨み，将来立派な歯科衛生士になれるよう一層大きく成長

することを切に願っている」との訓辞がありました。最後に学生代表より「臨床実習を通して技術を身

に着け知識を深めると同時に，人としてさらに大きく成長できるように何事にも積極的に取り組みます」

と誓いの言葉があり閉式しました。

２年生は，１年半の間に学んだ講義や基礎実習をもとに，10月より翌年の11月まで臨床実習を行ない，

岡山大学病院での見学実習，小学校･幼稚園での衛生教育実習，保健所実習，養護老人ホームにおける口

腔ケア実習，知的障害者施設における実習等様々な学外実習を通じて，知識と技術そして社会性を習得

し，医療人として社会に奉仕できる素晴らしい歯科衛生士になれるよう精進することでしょう。

（学年担当講師　後藤剛緒）
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高齢者施設での実習開始

本学院52期生（３年：51名）は10月から岡山市東区にある養護老人ホーム「岡山市会陽の里」と「夕

なぎケアセンター」において，高齢者の口腔機能とＱＯＬの向上に必要な知識と技能を習得するべく臨

地実習に入りますが，それに先立って10月６日�午前10時より「岡山市会陽の里」において開講式が行

われました。

まず，藤岡施設長より同施設の特徴と地域における社会的位置付け，更に高齢者の方を対象とした実

習にあたっての基本的姿勢と必要な知識を大変詳しく，又解りやすく説明いただき，学生は改めて高齢

者対象施設での実習の厳しさを実感しておりました。続いて学生代表より実習開始にあたっての決意と

謝意を述べて開講式を終了致しました。

３グループに分かれての施設内の見学では，担当の職員の方から特に食堂での衛生面の管理と注意す

べき点，通用口では入所者の徘徊を防ぐ確実な施錠，そして各個室入室時のプライバシーの尊重など細

部まで徹底したご指示をいただきながら約30分にわたって館内を一巡させていただきました。

午後からは学院講師４名が合流して対象となる入所者の皆さんにご協力を得ながら，口腔診査及び生

活状況の聴取を実施して次回からの学生単独での臨地実習に向けての基礎資料の収集を行いました。本

年からは「岡山市会陽の里」の他，新たに「夕なぎケアセンター」での実習も加わりましたので，それ

ぞれの施設で，若干異なるであろう高齢者の皆さんとの交流は学生にとって有意義な体験になると思い

ます。各施設のご協力とご指導に感謝しつつ高齢者施設での実習開始報告と致します。

（副学院長　鈴木 次）

ー 37ー

J. ODA  vol.778     ’11-11学院だより



ー 38ー

J. ODA  vol.778     ’11-11新人会員紹介

香
こう

山
やま

豊
ゆたか

津山支部

あさひ歯科クリニック

〒708-1125 津山市高野本郷2435-１

TEL（0868）26-9582

FAX（0868）26-9582

生年月日 昭和51年10月15日（34歳）
出身大学 朝日大学歯学部
経歴・職歴 Ｈ13年３月 朝日大学卒業

岡山大学附属病院歯科放射線科勤務
香川県高松市内歯科医院勤務
中川歯科医院勤務
なんば歯科医院勤務
ゆたか歯科クリニック勤務
Ｈ23年８月 あさひ歯科クリニック開業
現在に至る

入 会 日 平成23年７月１日
趣　　味 車・写真
抱　　負 この度岡山県歯科医師会に入会させて頂きました香山豊です。

まだまだ勉強しなければならないことばかりですが，地域医療に貢献で
きるよう頑張っていきます。
今後とも，ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。

8月末日現在　正会員数1,042名

◎診療所の異動

青木　正之　正会員　倉敷支部

［新］（診）〒710-0065 倉敷市宮前326－48

◎番号の変更

大森　貴之　正会員　P10 岡山支部

［削除］（自）ＴＥＬ（番号違い）

平岡　正隆　正会員　P19 岡山支部

［削除］（診）ＦＡＸ・（自）ＴＥＬ

［新］（診・自）（086）262－2491

（ＴＥＬ＆ＦＡＸ兼用）

橋本　　譲　正会員　P33 倉敷支部

［新］（自）ＦＡＸ（086）423－2358

（Ｐ＝会員名簿のページ）
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１日 理事会

編集委員会

岡山県歯科保健図画ポスターコンクール審査会

支部社保講習会（津山支部）

２日 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会チャリ

ティーセミナー

３日 社保　審査・検討小委員会

日本補綴歯科学会中国・四国支部平成23年度

学術大会

６日 医療管理部小委員会

県健康推進課と打合せ

８日 編集委員会

健保組合連合会岡山連合会「組合担当者を対

象とした研修会」

第169回日本歯科医師会代議員会（～９日）

９日 平成23年度日本歯科医師会会員有功章授賞式

日学歯　普及委員会

11日 歯科助手資格認定講習会（閉講式・反省会）

12日 基金幹事会

本会学院　臨床実習医院講師連絡協議会

15日 理事会

編集委員会

支部社保講習会（勝･英支部）

日学歯　普及委員会

東和ハイシステム（株）と面会

16日 第１回老年歯科医学会支部組織設立準備委員会

本会学院　教務会議

17日 岡山市歯科医師会定時代議員会

本会学院　第31回戴帽式

20日 医療管理部小委員会

学術部正・副委員長会

公衆衛生部小委員会

平成23年度県民健康調査検討委員会

21日 編集委員会

医療管理部正・副委員長会

文化事業部会小委員会

山陽新聞社と打合せ（広報部）

22日 理事会

支部・本会連絡協議会

職業紹介責任者講習会（大阪）

23日 岡山県医師会プライマリ・ケア部会研修会

24日 大阪歯科大学・朝日大学・明海大学　三大学
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歯学部同窓会役員懇話会

本会学院　第２回一日体験入学

25日 代議員会事前打合会

第160回定時代議員会

第127回定時総会

26日 公衆衛生部小委員会

平成23年度社会保険指導者研修会

県健康対策課と打合せ

27日 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

本会学院　職員会議

28日 都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会

第３回岡山県歯科保健計画策定作業部会（最

終協議）

日学歯　第３回学術小委員会（第１部会）

国保組合　平成23年度第３回報酬・給与等審

議会

29日 理事会

学術部正・副委員長会

中国四国厚生局岡山事務所と面会

メットライフ・アリコと面会

倉敷歯科医師会平成23年度定時総会

11月・12月 本会の予定

11月１日 編集委員会

３日 文化事業部会レクリエーション大会

「テニス」

都窪支部「つくぼお口の健康フェア8020」

９日 岡山県四師会懇談会

10日 理事会

編集委員会

12日 平成23年度岡山県歯科医師会秋季歯科

医学大会

13日 文化事業部会レクリエーション大会

「ボウリング」

岡山県健康づくり財団設立20周年記念

式典

16日 医療管理部正・副委員長会

都道府県歯科医師会専務理事連絡協議

会（日歯）

17日 理事会

編集委員会

22日 編集委員会

24日 理事会

25日 岡山県国民健康保険団体連合会理事会

12月１日 理事会

２日 編集委員会

３日 岡山県歯科保健優良校等表彰式

４日 平成23年度医療安全研修会

８日 理事会

編集委員会

15日 理事会

編集委員会

17日 本会・関連団体役員合同懇談会

20日 編集委員会

21日 医療管理部正・副委員長会

22日 理事会

11月・12月 支部の予定

11月３日 都窪支部ブランチ「つくぼお口の健康

フェア8020」

６日 赤磐支部ブランチ「東区歯ッピーフェア」

８日 新見支部理事会

９日 真庭支部例会

10日 津山支部定例会，臨時総会

11日 岡山支部第14回理事会

玉島支部役員会
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13日 児島支部ブランチ「歯ッピータウン児島」

玉島支部ブランチ「たましま歯と口の

健康フェア」

吉備支部ブランチ「第６回吉備路お口

の健康まつり」

15日 小田支部勉強会

17日 勝・英支部定例会

20日 倉敷支部学術講演会

23日 赤磐支部健康診断

和気支部臨時総会

25日 岡山支部第15回理事会

倉敷支部定例理事会

26日 岡山支部ブランチ「歯ッピーフェア」

（～27日）

28日 津山支部理事会

12月１日 津山支部定例会

３日 都窪支部忘年会

７日 岡山市歯科医師会忘年会

津山支部理事会

９日 岡山支部第16回理事会

井原支部臨時総会

10日 児島支部忘年会

13日 新見支部理事会

20日 岡山支部第17回移動理事会

小田支部勉強会

22日 倉敷支部定例理事会

新見支部忘年会

29日 吉備支部理事会



 ㈲ 飯 田 歯 科 商 店 ㈲ イ ワ サ キ 歯 材 

 ㈲ 吉 川 歯 科 商 店 ク ロ ズ ミ  

 ㈲ 三 和 歯 科 材 料 ㈲ 志 茂 歯 科 材 料 店 

 ㈲ 鈴 木 歯 科 商 店 ㈲ 土 居 歯 科 機 材 商 会 

 ㈱ 東美屋歯科商店　岡山店 ㈱ マルミ歯科商店　岡山支店 

 ㈱ 三 宅 歯 科 商 店 三 宅 歯 科 商 店 　 東 店 

 守 屋 歯 科 商 店 ヤ ヤ マ デ ン タ ル サ ー ビ ス 

 ㈱ リ ン ケ ー ジ 藤 波 

■ 協 賛 　中国歯科用品商協同組合岡山県支部 






